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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

「自立した学習者」の言葉遣いはちょっと問題がありますか

－次期学習指導要領改訂に向けて－



「自立」の意味
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（文科省の考え方）

自立した学習者とは、「自分で考えて判断して行動できる、知ろうとする能
力や意思を持つことであり、その際には自己決定ができ、他者と協同できる
こと」

→これこそを「主体的・対話的で深い学び」と称してきたのではなかったの
か？

・active（能動的）
・autonomous/autonomy（自律的）
・agentic/agency（行為主体的/エージェンシー）
・自己決定（self-determination）
・自己調整（self-regulation）

（代表的な「主体的」用語）
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・自立（independence/独立）
・～からの「自立（independent of）」と考えてみると、この語の指すもの
がわかるといわれる
・通常、このindependet/indepenceは人の発達心理で、「親からの３つの
自立（independet of parents）」で使われるのが一般的である

精神的自立
社会的自立
経済的自立

・学校教育で何からの「自立」を目指すのか？
教師？ 学校？
少なくとも、小学校教育で用いる言葉ではない
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ただし、近代社会の進展の中、（学校からの）「自立」が後々問われないわ
けではない




